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数理解析 研究所講究録は, 京都大学数理解析 研究所の共同利用研究集会および 共同

研究の記録として1964年に刊行が開始されました. 当研究所が全国共同利用研究所

として発足した翌年のことでしたが,以来半世紀, 毎年数十巻を刊行し,2016年に

は第2000巻が 刊行されるに至りました。 第1巻から第2000巻までに収録された論文

数は29,265編,総頁数は342,960頁という膨大なものであり, 最先端の数学,数理科
学分野の研究状況を伝えるのみならず,我が国の数学,数理科学の発展の歴史を留

める文献として,他に類例を見ない論文集となっています。

講究録の内容は当研究所のウェプサイトおよび京都大学の学術情報リポジトリにお

いても公開され,年間の総アクセス数は1380,032回(2017年度)を数えるなど、多

数の方にご利用いただいています。

講究録の使用言語は論文著者の判断に任されていますが,結果的に日本語が 多用さ

れていることが特徴の一つとなっています. その結果,講究気録は,数学·数理科学

の広い領域における最先端の専門知識に母国語でアクセスできるものとして,近年

の英語化の流れの中で,重要な文献となりつつあります。

当研究所の共同利用事業に参加し講究録の論文を執筆していただいた多数の方々に

対し,講究録を大きく成長させていただいたことを深く感謝いたしますとともに,

これからも, 当研究所の国際共同利用·共同研究拠点(*)としての活動にご参加いた

だき,講究録の発展にご協力いただけますよう心よりお願い申し上げます。

*数理解析 研究所は2018年11月13日,共同利用·共同研究拠点の認定が 廃止され,

新しく国際共同利用·共同研究拠点に認定されました。
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はじめに

この講究録は,2018年(平成 30年)6月4日(月) から6月8日 (金)まで,京都大学数
理解析研究所において開かれた『変換群論における幾何·代数·組み合わせ論』の報告集
である。数理解析研究所での変換群論に関する研究集会は 1973年に『群作用をもつ多様体
のトポロジー』(世話人は川久保勝夫先生)が開かれて以来毎年開催され,平成最後の年に
なる今回はちょうど45年目にあたる.現在まで,中岡稔先生,服部晶夫先生,川久保勝夫
先生,内田伏一先生を含む,多くの日本人研究者達によって日本の変換群論は発展してき
た。21 世紀に入って,変換群論は外部からの影響を大きく受けるようになり,昔からの問
題意識と関係しながら発展を続けている.そのような現状を鑑み,今回は変換群論と関係
するまたは将来関係しそうな幅広い分野の21名の研究者の方たちに講演をお願いした(特
に岡山理科大の山崎正之さんには 2018年2月にお亡くなりになった Andrew Ranicki 氏と
の研究に関する講演をしていただいた).講演者達の大まかな分野を見ても,トポロジー,
代数幾何,微分幾何,シンプレクティック幾何,表現論,組み合わせ論,応用数学と多岐
にわたっている.集会では,全ての講演で参加者から多くの質問があり,講演中や講演後
に議論が起こっていた講演があった.若手研究者たちが毎日部屋を閉めるギリギリの時間
まで議論していたのも印象的だった.運営した身としては,様々な分野からの参加者の相
互交流があるかが少し心配だったのだが,それも把憂に終わったようである.ある参加者
から,「いろいろな話が聞けて楽しい集会でした」と言われたのがうれしかった。研究集会
は,21人の講者を含む 44人の参加者と事務の方たちの協力のおかげで成功裏に終わっ
たのではないかと思う。
最後に,研究集会中に運営がスムーズにいくように様々な面からサポートをしていただ
いた,数理解析研究所の事務スタッフの皆さまと,岡山理科大学修士2年の行藤綾杜君に
感謝します。特に事務の渡部裕子様には集会の準備期間から集会後にかけてサポートして
いただきました。
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